
８大学連携まちづくり 

ワークショップまとめ

平成26年 3月 

新潟市地域・魅力創造部 政策調整課 



概 要 

１ 目的 

将来のまちづくりに対する学生の皆さんのご意見や想いを、次期総合

計画に活かしていくため、「※８大学連携事業」の取組みの一環として、

まちづくりワークショップを実施しました。 

２ 実施日 

平成 26年 1月 11日（土） 

３ 対象者 

 ８大学の学生 

４ 対象者数 

 午前の部36名、午後の部36名 

※８大学連携事業とは。 

新潟大学、新潟薬科大学、新潟国際情報大学、新潟青陵大学、新潟医療福祉大学、日本歯科

大学新潟生命歯学部、敬和学園大学、 新潟県立大学が組織している「大学連携新潟協議会」

と本市が大学の英知をより一層市の施策に活用するとともに、大学の地域貢献を進め、市民満

足度を向上させるため、相互に連携して行う取組み。 

新潟市内

17人

新潟市外

12人

新潟県外

7人

＊対象者の出身地



【午前の部】 2020年。あなたは新潟市がどんなまちになっていたら良いと思いますか。 

※注釈：学生から寄せられた意見（記述）を抜粋し、幾つかの「カテゴリー」にグループ

化したもの。 

≪魅力づくり≫ 

○区ごとの特色を伸ばすまち 

○「マンガ・アニメのまち」として有名なまち 

○学生の活気があふれ、文化・芸術・スポーツ

において充実したまち 

○「おいしい新潟」「きれいな新潟」「楽しい新

潟」自慢できるまち 

≪田園文化≫ 

○田園と都市を共生的に発展させたまち 

○文化資源を発掘するまち 

○地域の資源を活かした地元色の強いまち 

≪住みやすさ≫ 

○若い人もお年寄りもイキイキ暮らせるまち 

○新潟に帰りたいと思うまち 

○大人も子供も住みやすく、活気あふれるまち 

○誰もが安心して暮らせ、楽しいまち 

≪交流≫ 

○人と人との交流が盛んな人の温もりが感じら

れるまち 

○人と人の「つながり」が見えるまち 

○子どもから高齢者まで全ての人が住みやすく

交流がもてるまち 

≪就職・雇用≫ 

○楽しく働ける会社がたくさんあって、新潟ら

しさ（脱東京）が輝くまち 

○公共交通が整っていて、人と企業が入ってき

やすいまち 

○新潟市の魅力をグローバルな視点で発信し、

若者の企業マインドを育成するまち 

≪まちなか活性化≫ 

○「人と人」「まちとまち」つながりある活気あ

ふれるまち 

○地域のみんなで楽しくわいわい地元を盛り上

げるまち 

○世代や区を超えて活気のあふれる明るいまち 

○市民でつくるイベントをするまち 

≪観光≫ 

○観光地・レジャー施設と交通網を発達させて、

県外・国外の人達が楽しめるまち 

○観光客が多く訪れ、にぎやかで、みんなから

愛されるまち 

≪公共交通≫ 

○交通手段が充実したまち 

○市内のどこにでも行き来できるまち 

≪情報発信≫ 

○新潟市の魅力をグローバルな視点で情報発信

するまち 

○みんなで情報を共有して活動できるまち 

○情報のやりとりを活発化させ、若者の活気が

あふれるまち 

≪グローバル≫ 

○老若男女、外国の方も皆が楽しめるまち 

○公共交通機関を整え、海外・県外の人が来た

くなるまち 

○高齢者も若者も協力、密着できるグローバル

なまち 



【午後の部】 私の思いを実現するためには、どのような取り組みをすべきだと思いますか。 

※注釈：学生から寄せられた意見（記述）を抜粋し、幾つかの「カテゴリー」にグループ

化したもの。 

≪魅力づくり≫ 

○新潟出身の漫画家のイベントを開催 

○ゆるキャラが案内してくれるカメラアプリで

地域の良さを再発見 

○四季折々のイベントを開催 

○各区の特産物をコラボ

≪農業≫ 

○新潟市の農産物加工品を積極的に PR し、海

外へ輸出 

○農業体験や日本の自然体験を実施 

○花を日常の生活に取り入れる

≪住みやすさ≫ 

○田園地域を生活しやすい空間として有効活用 

○地域の人が交流できる場所をつくる 

○誰もが安心して暮らせるようなまちづくり 

○人のつながりを強化し、地域福祉の充実 

≪交流≫ 

○若者と高齢者の交流により地域の壁を無くす 

○地域住民・学生同士が交流できる場をつくる 

○学生間の交流・活動への支援 

○行政・企業・市民が連携し、イベント企画 

≪就職・雇用≫ 

○地域密着型の企業を増やし、地域全体の交流

を盛んにする 

○“起業版ハローワーク”など、同じ志や想い

をもった人と出会える場をつくる 

○就きたい仕事に就けるような環境づくり 

○企業とのインターンシップを積極的に行う 

≪まちなか活性化≫ 

○地域に交流センターを設け、住民だけでなく、

学生やボランティア団体等とともに活動 

○様々な団体の情報拠点を作り、住民参加型イ

ベントで地域を活性化 

○イベントの準備段階から、多くの人が携わる

市民でつくるイベントを開催 

≪観光≫ 

○観光施設を作るより、「観光地域」になるよう

なまちづくり（古町全体の活性化・観光化） 

○特産品を使った料理などが食べられるカフェ

の開設により、新潟の良さをアピール 

○アンテナショップ等を活用し魅力を発信 

≪公共交通≫ 

○お年寄りが移動しやすいように、相乗りタク

シー（シルバー割）を実施 

○公共交通機関の整備 

≪情報発信≫ 

○フリーペーパーを使ったまちなかでの情報発

信・情報共有 

○新潟市の産業・観光行政面での特徴を、県外

へ移り住んだ人からも発信 

○食と花など、新潟市の魅力をグローバルな視

点で情報発信 

≪ファシリティーマネジメント≫ 

○今ある施設の有効利用（野球・サッカー・ 

りゅーとぴあ・エコスタジアムなど） 



参 考 

◎資料１ 

プログラム 

  ◎資料２ 

新潟市の現状（配布資料） 

  ◎資料３ 

   ワークショップ風景 

平成26年 3月 

新潟市地域・魅力創造部 政策調整課 



８８大大学学連連携携ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ・・ププロロググララムム

新潟市地域・魅力創造部 政策調整課 

日 時：平成２６年１月１１日（土） 

◎午前の部 10:00～12:00（120分）

◎午後の部 13:00～15:00（120分）

会 場：新潟市役所 本館講堂 

（新潟市中央区学校町通1-602-1 本庁舎6階） 

ああななたた（（わわたたしし））ににととっっててのの、、新新潟潟市市っってて何何だだろろうう！！？？

未未来来ののままちちづづくくりりにに向向けけてて

ああななたたのの熱熱いい想想いいをを語語っっててくくだだささいい！！

【午前の部】 

時間 内容 

10:00 － ◎開会 

10:00～10:20 20分
◎オリエンテーション 

 開催趣旨、「午前の部」の説明。 

10:20～11:25 

25分

↓ 

席替 

↓ 

25分

↓ 

席替 

↓ 

15分

◎ワークショップ 

・第１ラウンド（自席） 

今座っている席のメンバーで、提示された「問

い」について対話。 

・第２ラウンド（席移動） 

一人（ホスト）を残して、他の人（ゲスト）

は別のテーブルへ移動し、新メンバーで対話。

・第３ラウンド（席戻り） 

自席（最初の席）に戻り、他のテーブルでの

対話内容をお互いに報告。 

11:25～11:55 30分

◎全体セッション 

対話を通して浮かびあがってきた将来像（ビ

ジョン）をフレーズや文章で表現。 

11:55～12:00 5 分 ◎記念撮影 

12:00 － ◎閉会 

資料１ 



【午後の部】 

時間 内容 

13:00 － ◎開会 

1３:00～1３:１5 15分

◎オリエンテーション 

 ・「午後の部」の説明 

・新潟市の現状を知ろう！ 

1３:15～14:35 

20分

↓ 

20分

↓ 

20分

↓

20分

◎ワークショップ 

・グループ対話（一人目のビジョン） 

一人目のビジョンを実現するための取り組み

を、自席のグループ4名で意見交換。

・グループ対話（二人目のビジョン） 

二人目のビジョンを実現するための取り組み

を、自席のグループ4名で意見交換。

・グループ対話（三人目のビジョン） 

三人目のビジョンを実現するための取り組み

を、自席のグループ4名で意見交換。

・グループ対話（四人目のビジョン） 

四人目のビジョンを実現するための取り組み

を、自席のグループ4名で意見交換。

14:35～14:50 15分

◎個人まとめ 

グループ対話を通して、浮かびあがってきた

取り組みを、フレーズや文章で表現。 

14:50～14:55 ５分 ◎記念撮影 

15:00 ５分 
◎N-Vision・カフェの開催告知 

◎閉会 

≪ワークショップのエチケット≫ 

○テーマに集中しましょう！ 

○あなたの考えや感じていることを積極的に話しましょう！ 

 ○話は短く簡潔に！ 

○相手の話にも耳を傾けましょう！ 

○まわりの人との会話を楽しみましょう！ 



■合併から政令市への流れ 

合併の概要

合併から政令市へ

黒埼町と合併２００１年 １月

１３市町村の大合併２００５年 ３月

巻町と合併２００５年１０月

新潟市・新津市・白根市・豊栄市・小須戸町・
横越町・亀田町・岩室村・西川町・味方村・
潟東村・月潟村・中之口村

人口：８１万人
面積：７２６km2

政令市への移行 （人口要件などをクリア）

２００７年４月
本州日本海側初の政令指定都市に移行

合併から政令市へ

■行政区によるまちづくり⇒きめ細かなサービスを提供すること

■県並みの権限をもち，自立性を高めること

県が行っていた様々な仕事を新潟市が判断できるようになる
⇒仕事の時間短縮，一体的なまちづくり

⇒より一層充実した市民サービスの提供

■拠点性を高めること

全国的・国際的な知名度が高まり都市イメージが向上
⇒人・もの・情報の交流が進み，拠点性が高まり
企業立地促進・国際会議の開催⇒まちの活性化

目的

資料2 
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新潟市 年齢階層別人口の割合
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新潟市 将来推計人口

■今後踏まえるべき潮流 

 人口減少社会の到来 

 超高齢社会の到来 

出展：国立社会保障・人口問題研究

出展：国立社会保障・人口問題研究

人口の構造が変わる 

人口が減る 

生産年齢人口が減る 

老年人口が増える 

（万人） 

（万人） 

12.7％ 

64.0％ 

23.2％ 
30.0％ 

58.6％ 

11.3％ 

37.3％ 

53.3％ 

9.5％ 



ワークショップ風景 

【午前の部】

【午後の部】

資料 3 


